
「男女平等参画のための東京都行動計画　平成１９年度取組実績」

２１　東京都公立中学校PTA協議会

実績

定例会議の開始時間を遅くし、男女とも仕事をもってい
ても参加しやすいようにした。定例会において各地区の
活動報告、情報交換を実施。

東京都教育相談センター指導主事を講師に「思春期の
子どもたちーー 意識調査からとらえた実態」研修を開
催。各地区のブロック会議にもスクールカウンセラーを
講師に研修会を開催し、男女とも保護者としての取り組
みとして実施。

職場体験などをサポートしたり、各学校の授業、行事に
ＰＴＡとして参加協力している。

【男女双方がPTA活動に参加しやすい環境の整備】

父親の地域参加の実践例を伝え、モデルを示すこと
でできることから男女共同参画を広める。

【様々な家庭環境に配慮をしながら、男女双方がとも
に子育てをする意味考える】

（１）研修会・講演会等でのテーマとして各所属団体に
　　 提案していく。

（２）家庭の中で男女（父親、母親）がともに子育てを
      している実践を伝え合う場をつくる。

男女平等教育の推進に協力していくよう提案してい
く。

１９年度の具体的取組

社会・地域活動への参画促進

子育てに対する支援

教育・学習の充実


